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自動車開発では、バーチャル環境での
開発方法は最先端であり、標準的な開
発・承認の工程には他に代替手段があ
りません。再現性のあるテスト環境、自
動化の可能性、テスト実行者から開発
者への結果の迅速なフィードバック、等の
利点は、二輪車分野でもそのまま活用
することができます。開発中のテストでは、
測定技術の安全性と空間要件に関し
て、テストドライブに特定の課題をもたら
します。二輪車のテストドライバにとって、
ビークル・ダイナミクスの制御機能エラーは
重大なリスクとなりえます。

現在、Continental Engineering Ser-

vices GmbH社（CES）は、二輪車用
のブレーキ制御ユニットの開発に、自動
車分野から得たHardware-In-the-Lo-

opの経験を活用しています。テストベンチ
をモジュール設計することで、二輪車用ブ
レーキシステムの開発とテストを拡張する
ことが可能になりました。

オープンな統合およびテストプラットフォー
ムであるMotorcycleMakerを使用する
ことで、高い測定技術が要求される危険
な操作やエラー注入をテストベンチ上で

実行することができます。ここでは、ブレー

キ制御ユニット、ブレーキキャリパ、作動ユ

ニットで構成されるブレーキシステムの油

圧部分の実機を利用することが可能で

す。MotorcycleMakerは、車両のバー

チャルな残りの部分のシミュレーションを容

易にし、Fail Safe Testerと連動してエラ

ーを追加することができます。仮想世界か

ら現実世界へのインターフェイスは、リアル

タイム性の高いハードウェア、Xpack4によ

って実装されています。このリアルタイムシ

ステムは、レストバスシミュレーションやテス

トベンチの周辺機器との電気的なインタ

ーフェイスを可能にします。

現在のプロジェクトでは二輪車用のABS

の拡張が開発されており、その結果コーナ

リングABSやトラクションコントロールの実

装が増えています。

このHardware-In-the-Loopテストベンチ

により、Continental Engineering Ser-

vices GmbH社は、二輪車分野でのビ

ークル・ダイナミクス制御機能やADASの

開発を可能にするためのテスト環境を拡

大しています。
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Hardware-In-the-Loopのシミュレーションを用いてブレーキシステムを開発
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ソリューション課題

製品国お客さま

二輪車のビークル・ダイナミクス制御機能のエラーを取り除く テストベンチでのブレーキシステムのテスト

ドイツContinental Engineering 
Services GmbH

• MotorcycleMaker/HIL
• Xpack4 real-time computer
• Fail Safe Tester

テストベンチのモジュール設計

IPGMovieを使ってテストの可視化


